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一
、
は
じ
め
に

　

折
口
信
夫
の
神
道
・
国
学
に
関
す
る
論
文
や
書
籍
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
明
治
神
宮
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
も
の
は
皆
無

に
等
し
い
。

　

阪
本
是
丸
國
學
院
大
學
教
授
が
、令
和
元
年
十
一
月
の
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
公
開
学
術
講
演
会
に
て
、「
折
口
信
夫
と
神
道
・

国
学（

（
（

」
と
題
し
て
講
演
し
た
が
、
折
口
と
明
治
神
宮
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
神

道
宗
教
第
七
十
三
回
学
術
大
会
「
戦
後
神
道
と
学
問
」
で
は
、
津
城
寛
文
筑
波
大
学
教
授
が
「
折
口
信
夫
戦
後
神
道
説
の
布
置（

（
（

」
と
し
て

発
題
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
明
治
神
宮
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。

　

理
由
は
、
明
治
神
宮
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
が
殆
ど
な
い
こ
と（

（
（

、
ま
た
戦
後
、
折
口
が
明
治
神
宮
と
密
接
に
関
わ
り
は
じ
め
た
矢
先

の
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
、
胃
癌
を
患
い
六
十
七
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
神
宮
と
の
関
係
が
中
途
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
事
が
要
因
で
あ
る
。

折
口
信
夫
と
明
治
神
宮
─
新
神
道
の
顕
現

─

大
　
丸
　
真
　
美
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し
か
し
、
折
口
の
明
治
天
皇
、
並
び
に
明
治
神
宮
に
対
す
る
景
仰
と
崇
敬
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
特
に
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
神
道
指

令
に
よ
り
神
社
界
に
危
機
的
な
状
況
下
の
中
で
、
折
口
が
明
治
神
宮
に
寄
せ
た
至
情
は
尋
常
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

　

今
回
、
明
治
神
宮
所
管
の
資
料
『
明
治
神
宮
社
務
日
誌（

（
（

』（
以
下
『
社
務
日
誌
』
と
略
称
す
）
を
中
心
に
、
折
口
と
明
治
神
宮
の
関
係

が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
折
口
が
明
治
神
宮
、
並
び
に
明
治
天
皇
に
つ
い
て
語
っ
た
数
少
な
い
資
料
の
中
か
ら
、
明
治
神
宮
と

明
治
天
皇
に
寄
せ
た
折
口
の
心
情
を
少
し
で
も
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
筆
を
執
っ
た
。
折
口
研
究
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
何

ら
か
の
参
考
と
し
て
、
些
か
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

二
、
明
治
神
宮
と
の
関
わ
り
の
は
じ
ま
り

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五
月
四
日
の
『
社
務
日
誌
』
に
、

一�

、
正
午
ヨ
リ
長
野
縣
下
伊
那
郡
旦
開
村
新
野
伊
豆
神
社
氏
子
十
九
家
ノ
人
々
折
口
信
夫
（
慶
應
大
學
、
國
學
院
大
學
敎
授
）
引
率

ノ
下
ニ
參
拜
玉
垣
鳥
居
前
ニ
テ
雪
祭
リ
神
事
（
競
馬
、
天
狗
舞
、
田
樂
）
ヲ
演
奏
奉
納
ス

の
記
事
が
あ
る
。
折
口
が
引
率
し
て
、
長
野
県
伊
那
郡
旦あ
さ

開げ

村
（
現
・
阿
南
町
）
新
野
伊
豆
神
社
の
氏
子
に
よ
る
雪
祭
り
神
事
、
競
馬
・

天
狗
舞
・
田
楽
の
奉
納
演
奏
を
、
明
治
神
宮
の
参
拝
玉
垣
鳥
居
前
に
於
い
て
執
り
行
な
わ
れ
て
い
る
記
事
が
初
見
で
あ
る
。『
折
口
信
夫

全
集
』（
以
下
『
全
集
』
と
略
称
す
）
第
三
十
一
巻
「
年
譜
」
の
昭
和
五
年
に
は
、「
五
月
三
日
、
信
州
新
野
の
雪
祭
り
を
招
き
、
國
學
院

講
堂
で
公
開
。
慶
應
義
塾
國
文
科
學
生
と
共
に
、
大
和
・
京
都
へ
第
一
囘
萬
葉
旅
行
。
京
都
で
民
俗
學
大
會
に
講
演
。
演
題
『
門
』」
と

の
記
述
が
あ
る
が
、
四
日
の
明
治
神
宮
で
の
記
載
は
な
い
。

　

こ
の
新
野
伊
豆
神
社
の
雪
祭
り
は
現
在
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
折
口
は
奉
納
演
奏
し
た
こ
の
五
月
に
、『
民

俗
藝
術
』
第
三
巻
第
五
號
に
「
信
州
新
野
の
雪
祭
り（

（
（

」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
伊
那
郡
に
於
い
て
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
七
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月
十
日
か
ら
二
日
間
、
下
伊
那
教
育
部
会
第
三
支
会
に
て
「
言
語
及
び
言
語
傳
承
論（

（
（

」
を
、
同
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て

は
、
下
伊
那
神
職
会
に
て
「
神
道
と
民
俗
學（

（
（

」
と
題
し
て
折
口
は
講
義
を
行
な
っ
て
い
る
な
ど
、
生
涯
数
回
に
渡
り
当
地
を
訪
れ
て
い
る
。

『
全
集
』
に
は
こ
の
雪
祭
り
に
つ
い
て
多
く
の
記
載
が
見
ら
れ（

（
（

、
日
本
の
芸
能
を
学
ぶ
も
の
は
、
こ
の
雪
祭
り
を
一
度
見
る
必
要
の
あ
る

祭
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
程
に
、
こ
の
民
俗
芸
能
を
重
要
視
し
て
い
て
、
当
日
の
『
社
務
日
誌
』
に
も
「
我
國
諸
舊
社
ニ
有
ス
ル
神
事
中

ニ
モ
殊
ニ
古
風
特
殊
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
民
族マ
マ

研
究
上
ヨ
リ
見
ル
モ
頗
ル
價
値
ニ
富
メ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」と
の
折
口
の
コ
メ
ン
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

次
い
で
、
翌
年
の
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
七
月
四
日
に
は
、
明
治
神
宮
旧
御
殿
（
昭
和
二
十
年
空
襲
に
遭
い
焼
失
）
に
於
い
て
、
折

口
以
下
二
十
余
名
が
参
集
し
て
献
詠
会
を
開
催
し
て
い
る
。『
社
務
日
誌
』
に
は
「
午
後
一
時
頃
ヨ
リ
舊
御
殿
ニ
於
テ
折
口
信
夫
外
二
十

余
名
參
集
献
詠
會
ノ
催
ア
リ
」
と
あ
る
が
、
こ
の
献
詠
会
が
ど
の
よ
う
な
結
社
（
団
体
）
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
不

詳
で
あ
る
。
因
み
に
、『
全
集
』
の
「
年
譜
」（
第
三
十
一
巻
）
に
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
、
折
口
を
師
と
仰
ぐ
学
生
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
短
歌
会
「
く
が
た
ち
社（

（
（

」、
ま
た
同
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
、
國
學
院
大
學
師
範
部
学
生
の
間
で
つ
く
ら
れ
た
「
く
ゞ

ひ
社（
（1
（

」
及
び
「
髙
日
社（
（（
（

」
が
結
成
さ
れ
、
同
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
國
學
院
大
學
予
科
生
の
結
社
「
鳥
船
社（
（1
（

」
の
記
事
が
あ
る
。

　

そ
れ
以
降
の
『
社
務
日
誌
』
に
は
、
折
口
と
明
治
神
宮
に
関
す
る
記
事
は
暫
く
な
く
、
八
年
後
の
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
四

日
に
、
明
治
神
宮
の
大
広
前
に
て
奉
納
さ
れ
た
青
森
県
八
戸
市
の
朳
摺
（
え
ぶ
り
す
り
）
農
舞
を
、
折
口
は
西
角
井
正
慶
、
藤
井
貞
文
と

共
に
陪
観
し
て
い
る（
（1
（

。

　

以
上
、
戦
前
に
於
い
て
『
社
務
日
誌
』
で
見
る
限
り
、
折
口
は
伝
統
芸
能
の
奉
納
拝
観
や
献
詠
会
を
催
す
等
の
記
事
し
か
見
当
た
ら
ず
、

明
治
神
宮
と
の
関
わ
り
は
希
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
折
口
は
戦
局
の
激
し
さ
を
増
す
影
響
も
あ
り
、
靖
國
神
社
と
の
関
わ
り

が
見
ら
れ
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
靖
國
神
社
第
六
十
二
回
臨
時
大
祭
に
際
し
て
の
招
魂
式
に
参
列
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
英
霊

に
対
す
る
文
と
和
歌
を
寄
稿
し
て
い
る（
（1
（

。
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明
治
神
宮
と
の
関
わ
り
が
本
格
的
に
な
る
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
以
後
、
戦
後
の
折
口
と
明
治
神
宮
の
関
係
に
つ
い
て
見

て
ゆ
き
た
い
。

三
、
明
治
記
念
綜
合
歌
会

　

明
治
神
宮
の
両
御
祭
神
、
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
は
歌
聖
と
仰
が
れ
、
御
生
涯
に
明
治
天
皇
は
九
三
、〇
三
二
首
の
御
製
、
昭
憲
皇

太
后
は
二
七
、八
二
五
首
の
御
歌
を
御
作
歌
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
所
以
で
大
正
十
四
年
七
月
三
十
日
の
明
治
天
皇
祭
を
機
に
「
明
治
神

宮
献
詠
会
」
が
発
会
と
な
り
、
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
後
、
そ
れ
と
は
別
に
当
時
全
国
に
三
十
以
上
あ
っ
た
歌
会
結
社

を
統
合
し
て
、
超
結
社
の
歌
会
を
つ
く
る
目
論
見
が
な
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
明
治
神
宮
鎮
座
三
十
年
祭
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
全
国
の
綜
合
的
な
歌
会
と
し
て
、

各
歌
会
結
社
の
代
表
者
五
十
名
が
委
員
と
な
り
、
そ
の
中
よ
り
常
任
委
員
十
名
を
選
出
し
て
運
営
し
、
献
詠
歌
を
募
集
し
て
十
一
月
三
日

の
明
治
神
宮
例
祭
に
、
献
詠
歌
を
神
前
に
奉
奠
し
て
短
歌
芸
術
の
昂
揚
を
図
る
事
が
企
画
さ
れ
た
。

　

和
歌
の
御
用
掛
で
あ
っ
た
五
島
茂
は
、
明
治
記
念
綜
合
歌
会
の
「
座
談
会　

結
成
四
十
周
年
を
迎
え
て（

（1
（

」
の
中
で
、
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）に
歌
人
の
松
田
常
憲
よ
り
明
治
神
宮
か
ら
超
結
社
を
作
る
為
、協
力
の
依
頼
が
来
て
い
る
事
と
、翌
二
十
三
年（
一
九
四
八
）

に
は
明
治
神
宮
の
田
中
喜
芳
権
宮
司
が
、
折
口
宅
を
頻
繁
に
訪
れ
て
相
談
し
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。

　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
九
月
二
十
六
日
の
『
社
務
日
誌
』
に
は
、
明
治
神
宮
職
員
が
献
詠
会
発
足
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
折

口
宅
と
歌
人
の
土
岐
善
麿
宅
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
は
折
口
・
土
岐
両
氏
と
も
不
在
の
た
め
、
再
度
十
月
一
日
に
訪
問
し
、
翌

二
日
に
行
な
わ
れ
る
献
詠
相
談
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
十
月
二
日
の
当
日
に
は
、
明
治
神
宮
北
休
憩
所
（
現
・
明
治
神
宮
至
誠
館
武
道
場
）
に
於
い
て
、
都
内
在
住
の
歌
会
結
社
の
代
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表
者
を
集
め
て
明
治
神
宮
鎮
座
三
十
年
祭
記
念
奉
祝
献
詠
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
折
口
を
は
じ
め
五
島
茂
「
立
春
」（
以
下
「�

」
は
結
社
・
歌
誌
名
）・
松
田
常
憲
「
水
甕
」・
長
谷
川
銀
作
「
創
作
」・

山
形
義
雄
「
工
人
」・
海
老
澤
欽
三
「
覇
王
柎
」・
都
筑
省
吾
「
槻
ノ
木
」・
中
河
幹
子
「
を
だ
ま
き
」・
三
浦
桂
祐
「
詩
歌
」・
人
見
忠
「
夛

磨
」・
森
園
天
淚
「
珊
瑚
礁
」
の
各
歌
会
結
社
代
表
の
十
一
名
が
出
席
し
、
常
任
委
員
の
選
出
と
、
鎮
座
三
十
年
祭
奉
祝
献
詠
に
関
し
て

の
規
約
要
項
が
審
議
さ
れ
、
常
任
委
員
に
は
五
味
保
義
「
ア
ラ
ラ
ギ
」、
松
村
英
一
「
国
民
文
学
」、
北
見
志
保
子
「
女
人
短
歌
」、
木
俣

修
「
夛
磨
」、
木
村
捨
録
「
日
本
短
歌
」、
松
田
常
憲
、
長
谷
川
銀
作
、
五
島
茂
、
土
岐
善
麿
、
そ
し
て
釈
迢
空
（
折
口
信
夫
）
の
十
名
が

選
出
さ
れ
た（
（1
（

。
ま
た
、
折
口
の
提
案
に
よ
り
翌
年
の
昭
和
二
十
五
年
に
行
な
う
予
定
だ
っ
た
明
治
神
宮
歌
会
の
発
会
を
、
本
年
の
十
一
月

三
日
の
例
祭
よ
り
前
倒
し
で
発
会
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
歌
会
の
名
称
に
つ
い
て
も
折
口
に
一
任
さ
れ
た
の
で
、「
明
治
記
念
綜
合
歌

会（
（1
（

」
の
名
称
を
提
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
十
一
月
六
日
に
行
な
わ
れ
た
準
備
常
任
委
員
会
に
て
明
治
記
念
綜
合
歌
会
規
約
が
決
定
し
、
次
い
で
明
治
記
念
綜
合
歌
会
創

立
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
創
立
会
で
折
口
は
「
歌
壇
と
歌
風
」
と
題
し
、
ま
た
土
岐
善
麿
は
「
明
治
と
い
う
時
代（
（1
（

」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
る
。

　

翌
昭
和
二
十
五
年
五
月
六
日
に
は
、
明
治
記
念
綜
合
歌
会
臨
時
歌
会
が
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
臨
時
歌
会
で
折
口
は
「
鉄
幹

の
話（
（1
（

」、
土
岐
は
「
茂
吉
と
の
論
争
」
と
題
し
て
講
演
し
、
同
年
十
一
月
三
日
の
明
治
神
宮
例
祭
に
は
献
詠
歌
が
奉
奠
さ
れ
、
折
口
は
同

日
夕
刻
に
斎
行
さ
れ
た
御
神
楽
の
儀
に
西
角
井
正
慶
、
本
田
安
次
と
共
に
参
列
し
て
い
る（
11
（

。

　

翌
々
五
日
に
は
、
主
催
：
明
治
記
念
綜
合
歌
会
、
後
援
：
明
治
神
宮
・
毎
日
新
聞
社
・
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
に
よ
り
、
毎
日
新
聞
社
セ
ン

ト
ホ
ー
ル
に
於
て
三
百
名
参
会
の
下
、
明
治
神
宮
鎮
座
三
十
年
祭
奉
祝
綜
合
歌
会
が
盛
会
裡
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。
折
口
は
こ
こ
で
も
、

熊
谷
武
至
の
「
歌
人
と
し
て
の
明
治
天
皇
」、
土
岐
善
麿
の
「
明
冶
歌
壇
の
革
新
的
動
き
」、
松
村
英
一
の
「
明
治
末
期
の
歌
壇
」
に
続
き
、
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「
明
治
の
女
流
歌
人（
1（
（

」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
る
。
な
お
明
治
記
念
綜
合
歌
会
に
お
け
る
折
口
の
活
動
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

秋
の
第
六
回
明
治
記
念
綜
合
歌
会
の
講
演
「
短
歌
に
於
け
る
道
德
問
題
の
處
置（
11
（

」
を
最
後
に
、
ま
た
常
任
委
員
は
帰
幽
し
た
昭
和
二
十
八

年
ま
で
と
な
る
。　

　

戦
前
の
歌
界
に
お
い
て
は
、
結
社
を
綜
合
的
に
纏
め
た
会
は
な
く
、
超
結
社
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
歌
壇
史
上
に
と
っ
て
は
画
期
的
な
出

来
事
で
あ
り
、
ま
た
戦
後
の
斯
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

常
任
委
員
で
あ
っ
た
長
谷
川
銀
作
は
、
歌
誌
『
日
本
短
歌
』（
昭
和
二
十
五
年
十
月
號
）
の
中
で
、
宮
中
の
歌
会
始
と
明
治
記
念
綜
合

歌
会
を
比
肩
し
て
「
一
方
は
新
年
に
際
し
て
の
宮
中
と
国
民
と
の
直
結
、
こ
ち
ら
は
明
治
神
宮
と
国
民
と
の
直
結
に
よ
る
秋
の
行
事（
11
（

」
と

し
て
、
宮
中
歌
会
と
共
に
明
治
記
念
綜
合
歌
会
に
戦
後
の
歌
界
の
発
展
を
希
冀
し
て
い
る
。

　

明
治
記
念
綜
合
歌
会
は
、
現
在
に
お
い
て
も
歌
界
の
代
表
的
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
を
担
っ
た
折
口
の
貢
献
は
多
大
な
も
の
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

四
、
明
治
神
宮
祭
の
栞
「
神
賑
ひ
一
般
」

　

昭
和
二
十
四
年
十
月
十
五
日
、
折
口
は
、
明
治
神
宮
秋
の
大
祭
に
於
け
る
奉
祝
行
事
に
つ
い
て
の
解
説
文
、「
神
賑
ひ
一
般
」
を
寄
稿

し
て
い
る
。
明
治
神
宮
の
職
員
が
当
日
、
折
口
宅
を
訪
れ
原
稿
を
依
頼
、
折
口
は
直
ち
に
執
筆
、
そ
の
日
に
脱
稿
し
て
い
る（

11
（

。

こ
の
「
神
賑
ひ
一
般
」
は
、『
全
集
』
第
十
七
巻
藝
能
史
編
（
に
収
載
さ
れ
、「
神
樂
」（
そ
の
一
・
二
）、「
神
樂
記
」
に
続
き
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　

折
口
は
こ
の
「
神
賑
ひ
一
般
」
の
中
で
、
神
賑
わ
い
は
一
般
の
余
興
と
は
異
な
り
「
祭
自
躰
に
と
つ
て
、
極
め
て
重
要
」（
以
下
割
註

の
な
い
「�

」
は
「
神
賑
ひ
一
般
」
よ
り
引
用
）
な
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
芸
能
の
関
係
を
「
神
樂
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
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古
く
は
「
神
遊
」
で
、
神
楽
は
そ
の
中
の
特
殊
な
も
の
を
い
っ
た
語
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
発

表
し
た
「
和
歌
の
發
生
と
諸
藝
術
と
の
關
係（
11
（

」
の
中
で
も
、
神
楽
と
「
か
み
あ
そ
び（
11
（

」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
が
、「
あ
そ
び
」
は
本
来
、

鎮
魂
神
事
で
あ
り
様
々
な
鎮
魂
法
が
あ
る
が
、
し
か
し
皆
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、「
歌
を
う
た
ひ
、
樂
器
を
鳴
ら
し
、
舞
踊
を
行
ふ
」

こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
に
良
い
霊
魂
が
鎮
ま
る
と
し
て
い
た（
11
（

。
し
か
も
、
こ
の
神
事
芸
能
は
東
遊
の
よ
う
な
宮
廷

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
相
撲
や
打
毬
、
馬
術
、
賭ノ
リ

弓ユ
ミ

も
神
事
芸
能
で
あ
り
、
時
代
が
下
り
田
楽
・
猿
楽
、
そ
し
て
武
術
や
茶
の
湯
・
香

道
で
さ
え
も
本
来
は
神
事
と
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
結
び
に
折
口
は
、「
祭
時
に
當
つ
て
、
神
社
は
藝
能
綜
合
の
機
能

を
發
揮
」
す
る
所
で
あ
り
、「
神
が
樣
々
の
藝
能
文
化
を
分
出
し
、
又
新
し
い
藝
能
を
と
り
容
れ
て
來
ら
れ
た
迹
を
眺
め
て
、
今
後
の
祭

り
の
益
々
賑
々
し
く
、
榮
え
ゆ
く
こ
と
を
思
ひ
、
心
自
ら
豐
か
な
る
を
禁
め
え
な
い
」
と
し
て
愈
々
の
神
賑
わ
い
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を

切
望
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
神
賑
ひ
一
般
」
は
、
折
口
が
論
述
し
て
き
た
神
社
に
お
け
る
神
事
芸
能
の
内
容
を
要
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
右
の
結

び
の
発
想
が
次
々
章
で
述
べ
る
明
治
神
宮
及
び
明
治
神
宮
外
苑
の
性
格
に
つ
い
て
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

五
、
明
治
神
宮
外
苑
の
境
内
地
問
題
と
折
口
の
助
言

　

昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日
の
『
社
務
日
誌
』
に
、
明
治
神
宮
外
苑
（
以
下
「
外
苑
」
と
略
称
す
）
の
建
造
物
賃
貸
価
格
設
定
の
免

除
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

一�

、
午
後
二
時
田
中
権
宮
司
ハ
外
苑
建
造
物
賃
貸
價
格
免
除
ノ
件
ニ
關
シ
國
税
局
ニ
出
向
坂
田
國
税
局
長
次
テ
井
上
財
務
部
長
ニ
面

接
賃
貸
價
格
設
定
免
除
ハ
確
實
ト
ナ
リ
タ
リ

　

�

外
苑
建
造
物
賃
貸
價
格
設
定
サ
レ
レ
バ
右
建
物
ハ
宗
敎
目
的
ニ
使
用
ノ
建
物
ニ
非
ズ
ト
ノ
解
釋
ガ
成
立
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
境
内
地
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譲
與
モ
不
可
能
ト
ナ
ル
懼
ア
リ
畢
ニ
納
税
ス
ル
ヤ
否
ヤ
金
錢
上
ノ
問
題
ダ
ケ
デ
ナ
ク
ナ
ル
重
大
ナ
ル
問
題
デ
ア
ル
。
故
ニ
本
件
ノ

境
内
地
譲
與
問
題
ト
ニ
ラ
ミ
合
セ
解
決
サ
レ
タ
ク
、
ソ
レ
迄
ハ
賃
貸
價
格
未
設
定
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
サ
レ
タ
キ
旨
要
望
シ
局
長
部
長

等
モ
了
解
セ
リ

　

こ
れ
は
、
明
治
神
宮
と
国
税
局
担
当
者
と
で
交
わ
し
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
接
収
解
除
後
の
外
苑
に
つ
い
て
の
帰
属
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

外
苑
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
明
治
神
宮
奉
賛
会
に
よ
り
明
治
神
宮
に
奉
献
さ
れ
、
明
治
天
皇
の
御
聖
徳
を
敬
仰
す
る
聖
徳
記
念
絵

画
館
を
中
心
に
、
憲
法
記
念
館
（
現
在
の
明
治
記
念
館
本
館
）・
葬
場
殿
址
・
陸
上
競
技
場
（
現
在
の
国
立
競
技
場
）・
野
球
場
・
相
撲
場
・

水
泳
場
・
児
童
遊
園
等
の
施
設
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
全
面
接
収
さ
れ
、
同
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

三
月
の
外
苑
全
面
接
収
解
除
さ
れ
る
ま
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
娯
楽
的
施
設
と
な
っ
て
い
た
。

　

戦
前
期
の
神
社
・
寺
院
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
月
の
「
上
知
令
」
の
布
告
を
通
じ
て
政
府
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
政
府
よ
り
国

有
境
内
地
を
無
償
で
神
社
・
寺
院
に
貸
し
付
け
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
、
日
本
国
憲
法
案
が
発
表
さ
れ
る

と
、
公
の
財
産
は
宗
教
上
の
組
織
ま
た
は
団
体
使
用
に
供
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
よ
っ
て
神
社
の
境
内
地
は
無
償
譲
与
及
び
無
償

で
の
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と
も
出
来
な
く
な
る
虞
が
出
て
き
た
。
要
す
る
に
神
社
が
時
価
で
境
内
地
を
買
い
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
神
社
本
庁
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
及
び
日
本
政
府
に
対
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
二
日
の

法
律
第
五
十
三
号
「
社
寺
等
に
無
償
で
貸
し
付
け
て
あ
る
国
有
財
産
の
処
分
に
関
す
る
法
律
」
の
公
布
に
よ
り
、
取
り
敢
え
ず
全
国
の
神

社
は
難
を
逃
れ
た
が
、
し
か
し
外
苑
の
境
内
地
は
元
青
山
練
兵
場
の
跡
地
で
あ
り
、
も
と
も
と
国
有
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
無
償
譲
与
の

対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

明
治
神
宮
で
は
時
価
の
半
額
払
い
下
げ
を
申
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
文
部
省
・
厚
生
省
・
建
設
省
と
そ
れ
に
体
育
団
体
も
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加
わ
っ
て
、
接
収
解
除
後
の
外
苑
の
管
理
運
営
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
、
明
治
神
宮
と
の
間
に
意
見
の
齟
齬
が
生
じ
た
。
陸
上
競
技
場
や

野
球
場
等
の
競
技
施
設
及
び
児
童
遊
園
等
が
、
果
た
し
て
明
治
神
宮
の
宗
教
活
動
に
不
可
欠
な
の
か
問
わ
れ
た
の
で
あ
る（
11
（

。

　

こ
の
外
苑
境
内
地
問
題
に
つ
い
て
、
明
治
神
宮
は
専
門
家
の
意
見
と
し
て
柳
田
國
男
と
折
口
に
相
談
し
て
い
る
。
柳
田
に
は
昭
和

二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
、
髙
澤
信
一
郎
明
治
神
宮
禰
宜
（
後
の
第
八
代
明
治
神
宮
宮
司
）
と
副
島
廣
之
庶
務
課
長
（
後
の
第
九
代
明
治

神
宮
権
宮
司
）
が
、
世
田
谷
区
成
城
町
宅
の
柳
田
を
訪
問
し
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
月
八
日
に
は
、
田
中
権
宮
司
・
高
澤
禰

宜
・
副
島
庶
務
課
長
は
國
學
院
大
學
へ
出
向
し
、
折
口
か
ら
「
外
苑
境
内
地
の
性
格
に
付
て
民
族マ
マ

的
解
釈
を
聽
取（
11
（

」
し
て
い
る
。
柳
田
が

ど
の
よ
う
な
意
見
を
出
し
た
か
は
資
料
が
な
い
の
で
不
詳
だ
が
、
折
口
か
ら
は
、
古
来
神
社
の
持
つ
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
的
確
な
助
言

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
集
録
し
「
新
神
道
の
顕
現　

文
學
博
士�

折
口
信
夫�

講
述（
11
（

」（
以
下
「
新
神
道
の
顕
現
」
と
略
称
す
）
を
作
成
し
た
。

ま
た
当
時
神
社
本
庁
調
査
部
長
で
あ
っ
た
、
岡
田
米
夫
か
ら
は
「
競
技
に
關
す
る
神
事
調（
1（
（

」
が
出
さ
れ
、
同
年
三
月
二
十
九
日
に
明
治
神

宮
は
東
京
財
務
局
に
「
明
治
神
宮
外
苑
の
性
格
に
つ
い
て（
11
（

」
を
調
書
と
共
に
提
出
し
て
い
る
。　

　
「
明
治
神
宮
外
苑
の
性
格
に
つ
い
て
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
外
苑
は
明
治
天
皇
、
昭
憲
皇
太
后
の
聖
徳
鴻
業
を
追
慕
崇
敬
す
る
全
国
民

の
熱
誠
に
よ
り
、
国
費
で
は
な
く
献
費
に
よ
っ
て
明
治
神
宮
に
奉
献
さ
れ
、
内
苑
・
外
苑
共
に
存
在
す
る
が
故
に
明
治
神
宮
が
成
立
す
る

の
で
あ
っ
て
、
大
正
四
年
五
月
に
明
治
神
宮
奉
賛
会
創
立
の
際
に
、「
明
治
神
宮
奉
賛
會
趣
意
書
」
と
共
に
発
表
さ
れ
た
「
明
治
神
宮
外

苑
計
畫
考
案（
11
（

」
を
別
添
提
出
し
、
宗
教
施
設
は
単
に
礼
拝
の
場
の
み
で
は
な
く
、
社
会
的
・
文
化
的
な
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
は
歴
史
的
事

実
で
あ
り
、「
藝
能
が
神
事
に
發
生
し
た
と
い
ふ
民
俗
學
の
定
説
に
よ
っ
て
も
、
又
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
起
源（
11
（

」
を
考
え
る
上
で
も
判

然
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
岡
田
が
提
出
し
た
「
競
技
に
關
す
る
神
事
調
」
の
「
一
、
相
撲
に
關
す
る
も
の�

二
、
競
馬
に
關

す
る
も
の�

三
、
流
鏑
馬
に
關
す
る
も
の�

四
、
馬
競
ひ
に
關
す
る
も
の�

五
、
歩
射
に
關
す
る
も
の�

六
、
狩
猟
に
關
す
る
も
の�

七
、
競
漕

に
關
す
る
も
の�

八
、
闘
鶏
に
關
す
る
も
の（
11
（

」
の
計
八
例
の
神
事
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
折
口
の
「
新
神
道
の
顕
現
」
を
提
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出
し
て
い
る
。

六
、「
新
神
道
の
顕
現
」

　
「
新
神
道
の
顕
現
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
折
口
は
冒
頭
に
「
新
神
道
の
顕
現
と
い
ふ
こ
と
」（
以
下
、
割
註
の
な
い
「�

」
は
「
新
神
道

の
顕
現
」
よ
り
引
用
）
に
つ
い
て
話
を
し
て
み
た
い
が
、
そ
の
対
象
に
明
治
神
宮
を
お
い
て
考
え
て
み
た
い
と
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
神
道
の
將
來
の
姿
を
い
ち
早
く
表
は
し
た
」
も
の
が
明
治
神
宮
の
中
に
存
在
す
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。

　

折
口
は
、
明
治
神
宮
に
は
色
々
な
諸
要
素
の
中
に
、
明
治
時
代
の
合
理
的
な
解
釈
が
多
く
導
入
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
新
し
い
諸
要

素
は
、
実
体
と
し
て
充
分
に
顕
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
仮
令
新
し
い
も
の
で

あ
っ
て
も
「
わ
れ
わ
れ
に
安
定
感
」
を
与
え
て
く
れ
る
と
し
て
、
で
は
そ
の
安
定
感
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、
そ
れ
を
探
る
手
段
と
し
て

「
神
道
建
築
家
の
樣
な
考
へ
方
」
か
ら
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
早
道
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
第
一
に
考
え
る
の
が
神
社
と
杜
の
関
係
で
あ
る
と
し
て
、「
社
、
杜
」
の
語
彙
及
び
字
義
の
定
義
か
ら
「
や
し
ろ
」
と
「
も
り
」

は
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、「
や
し
ろ

4

4

4

は
も
り
4

4

」
に
よ
っ
て
あ
る
と
い
う
『
萬
葉
集
辭
典
』
の
「
も
り
【
杜（
11
（

】」
の
項
目
で
解
説
し
た
内
容

を
あ
ら
た
め
て
定
義
づ
け
て
い
る
。
神
社
は
も
と
も
と
山
林
で
あ
り
、
霊
木
や
神
の
降
臨
す
る
木
の
他
に
、
そ
の
近
い
樹
林
も
こ
れ
に
近

似
し
た
神
聖
質
を
持
つ
も
の
と
考
え
、
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
神
社
は
広
大
な
山
林
を
占
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
本
来
は
「
社
の

山
林
─
神
域
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
社
が
平
地
に
遷
移
し
た
か
ら
と
云
っ
て
、
神
社
と
森
の
関
係
は
、「
山
だ
か
ら
理
解
出
來
、
平
地
だ

か
ら
理
解
出
來
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
神
道
で
は
有
り
得
な
い
と
し
て
、
そ
れ
は
「
宗
敎
學
上
」
か
ら
も
区
別
は
な
い
の
で
、
よ
っ
て
明

治
神
宮
が
平
地
に
鎮
座
す
る
の
は
同
様
の
考
え
方
、
理
屈
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る（
11
（

。

　

そ
し
て
次
の
段
よ
り
、
外
苑
を
視
野
に
入
れ
た
明
治
・
大
正
時
代
の
神
社
神
道
論
を
展
開
す
る
。
こ
の
段
で
は
、
古
来
宮
廷
や
貴
族
の
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敷
地
に
あ
っ
た
「
馬ウ
マ

場バ

殿ド
ノ

」「
馬
場
の
お
と
ど
」
に
つ
い
て
、
神
道
の
信
仰
上
か
ら
見
る
と
、
射
礼
の
発
達
に
よ
り
神
社
の
射
場
・
馬
場

と
発
展
し
、
そ
こ
で
競
馬
・
笠
懸
・
犬
追
物
・
流
鏑
馬
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
か
ら
、
外
苑
は
馬
場
の
構
造
の
印
象
を
失
っ

た
明
治
・
大
正
時
代
の
人
々
に
よ
っ
て
復
活
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
外
苑
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
当
時
の
設
計
技
術
者
が

「
馬
場
の
幻
影
」
を
持
っ
た
と
思
量
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
聖
徳
記
念
絵
画
館
（
以
下
「
絵
画
館
」
と
略
称
す
）
に
つ
い
て
も
、
従
来
あ
っ
た
絵
馬
堂
・
絵
馬
殿
が
拡
大
解
釈
さ
れ
た
施
設
と

説
明
す
る
。

　

絵
画
館
は
外
苑
の
中
心
を
な
す
施
設
で
、
両
御
祭
神
の
御
在
世
の
主
な
御
事
蹟
を
謹
画
し
た
壁
画
八
十
面
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
折
口

は
、
明
治
・
大
正
時
代
に
お
い
て
も
絵
馬
堂
・
絵
馬
殿
は
存
在
し
て
い
る
が
、
明
治
神
宮
の
構
造
を
模
索
し
た
人
々
の
探
究
心
に
よ
り
、

そ
れ
と
は
別
に
そ
れ
を
も
う
少
し
有
意
義
に
考
え
た
所
に
、
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の
「
豪
華
、
放
膽
な
時
代
」
の
「
藝
術
の
庇
護
」
に

よ
り
、
室
町
・
桃
山
時
代
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
「
藝
術
的
欲
望
」
が
、
後
世
に
伝
え
残
す
可
能
な
も
の
と
し
て
、
絵
馬
堂
・
絵
馬
殿
の

印
象
を
拡
大
し
た
も
の
が
絵
画
館
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
祭
神
の
好
み
に
か
な
ひ
」、
ま
た
祭
神
に
対
す
る
「
尊
敬
の
具
象
化
」
し
た
も
の

と
思
量
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
外
苑
に
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
神
道
の
理
想
を
模
索
、
追
求
し
た
結
果
が
各
部
分
に
顕
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
た
だ
そ
れ

が
統
一
的
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
神
社
と
は
全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
そ
れ
を
綜
合
統
一
し
て
「
新
し
い
神
道
の
理
想
を
實
現
」
す
る
為

に
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
外
苑
で
行
な
わ
れ
る
種
々
の
行
事
や
競
技
に
つ
い
て
、
神
社
は
昔
か
ら
「
藝
能
の
競
技
場
の
形
」
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
岡
田
が
提
出
し
た
前
述
の
「
競
技
に
關
す
る
神
事
調
」
の
競
馬
や
相
撲
、
そ
の
他
に
も
綱
引
き
を
引
き
合

い
に
出
し
、
ま
た
外
苑
に
隣
接
す
る
日
本
青
年
館
に
つ
い
て
も
、
戦
前
に
様
々
行
な
わ
れ
た
行
事
に
つ
い
て
「
外
苑
で
行
は
れ
る
こ
と
は
、
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不
思
議
に
わ
れ
わ
れ
の
思
ふ
神
社
神
道
の
外
廓
と
思
ふ
こ
と
を
實
現
」し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、し
か
も
そ
れ
が
理
解
さ
れ
な
い
内
に
、

今
日
の
よ
う
な
神
社
と
は
無
関
係
な
行
事
や
建
物
が
あ
る
よ
う
に
錯
覚
し
て
い
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
段
の
最
後
に
「
明
治
神
宮
は
今
ま
で
の
神
道
の
う
ち
ど
め
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
神
道
の
出
發
點
に
な
る
」
様
な
感
じ
が

す
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
段
ま
で
は
明
治
神
宮
内
苑
、
お
よ
び
外
苑
に
対
し
て
の
擁
護
的
・
肯
定
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
次
の
段
よ
り
明
治

神
宮
に
対
す
る
折
口
の
本
音
と
も
い
う
べ
き
意
見
が
垣
間
見
え
る
。

　

先
ず
我
が
国
の
廟
の
歴
史
か
ら
繙
き
、
次
に
明
治
神
宮
と
靖
國
神
社
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
神
道
の
歴
史
展
開
の
中
で
、
中
世
に
は

宮
廷
の
陵
墓
信
仰
と
類
似
す
る
廟
の
信
仰
が
起
こ
る
が
、
こ
の
廟
の
信
仰
は
中
国
の
廟
と
は
異
な
り
、
我
が
国
で
は
人
間
的
存
在
と
し
て

神
霊
を
扱
う
日
本
独
特
の
廟
の
信
仰
が
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
廟
神
の
霊
威
の
激
し
さ
を
恐
れ
る
信
仰
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
、
明
治
神
宮
と
靖
國
神
社
を
対
比
さ
せ
て
以
下
の
事
を
述
べ
て
い
る
。

　

�　

明
治
神
宮
、
靖
國
神
社
を
比
較
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
乗
り
越
え
難
い
も
の
が
あ
る
が
、
靖
國
神
社
が
出
來
た
の
は
明
治
神
道

の
曙
光
が
さ
し
て
き
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
深
い
道
德
的
な
志
を
抱
い
て
死
ん
だ
人
の
魂
を
鎮
め
る
爲
に
建
て
ら
れ
た
の
が
招
魂

社
で
、
後
に
戦
死
者
を
祀
る
こ
と
と
な
つ
た
。
結
局
靖
國
神
社
の
も
つ
明
治
神
道
の
大
き
な
暗
示
は
日
本
神
道
の
大
き
く
も
つ
靈

威
信
仰
─
鎮
め
て
さ
し
あ
げ
な
け
れ
ば
す
ま
な
い
靈
魂
が
あ
り
、
其
を
慰
め
る
と
い
ふ
所
に
敬
虔
な
意
味
が
あ
る
。
明
治
神
宮
の

現
は
れ
た
こ
と
は
、
明
治
大
帝
を
ま
つ
る
と
い
ふ
こ
と
の
外
に
、
靖
國
神
社
の
上
に
た
ち
、
靖
國
神
社
的
な
神
の
ま
つ
り
方
を
す

る
と
い
ふ
暗
示
が
、
自
ら
に
し
て
大
正
の
日
本
の
人
々
の
心
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
明
治
神
宮
は
廟
の
信
仰
に
近
づ

い
て
ゐ
る
と
考
へ
た
い
。
さ
う
す
る
と
此
の
神
宮
に
對
し
て
理
解
の
と
ど
か
な
い
も
の
が
わ
か
つ
て
く
る（
11
（

。
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本
来
、
篤
志
を
抱
い
て
亡
く
な
っ
た
殉
国
者
の
慰
霊
を
祀
る
た
め
の
招
魂
社
が
、
後
に
戦
没
者
を
祀
る
靖
國
神
社
と
な
っ
た
の
は
、「
明

治
神
道
の
曙
光
」
が
さ
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
ま
た
明
治
神
宮
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
治
天
皇
を
祀
る
だ
け
で
な
く
、
大
正
時
代
の

人
々
の
心
に
生
ま
れ
た「
暗
示
」、つ
ま
り
靖
國
神
社
の
上
位
に
た
っ
て
靖
國
神
社
的
な
神
の
祀
り
方
を
す
る
発
想
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
、

明
治
神
宮
は
「
廟
の
信
仰
」
に
近
づ
い
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
段
で
は
「
明
治
神
道
」
の
用
語
が
、「
明
治
神
道
の
曙
光
」
と
、「
靖
國
神
社
の
も
つ
明
治
神
道
」
と
、
何
れ
も
靖
國
神
社

に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
全
集
』
の
中
で
も
「
明
治
神
道
」
の
用
語
を
用
い
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
の
「
民
族
史
觀
に
お
け

る
他
界
觀
念
─
護
國
の
鬼　

私
心
の
怨
靈（
11
（

─
」
の
中
で
、
や
は
り
靖
國
神
社
に
対
し
て
用
い
て
い
て
、
こ
こ
で
も
「
新
神
道
の
顕
現
」
の

内
容
と
同
じ
く
、
当
初
、
楠
木
正
成
や
維
新
の
殉
難
志
士
と
言
わ
れ
た
人
々
を
祀
る
た
め
の
招
魂
社
が
、
後
に
奉
祀
の
範
囲
が
拡
大
し
、

靖
國
神
社
へ
祀
ら
れ
る
事
に
な
り
、
そ
れ
は
普
通
の
神
と
は
別
の
祀
り
方
を
し
て
、
怨
念
の
散
乱
を
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
本
来
の

怨
霊
信
仰
か
ら
、
若
宮
信
仰
や
和
霊
騒
動
の
山ヤ
ン

家ベ

清
兵
衛
や
、
下
総
国
佐
倉
藩
の
義
民
・
佐
倉
惣
五
郎
等
の
知
名
度
の
あ
る
人
物
か
ら
無

縁
万
霊
の
類
い
に
至
る
ま
で
、
神
と
な
れ
な
い
人
た
ち
を
解
脱
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
「
明
治
の
神
道
は
、
此
點
で
信
仰
の
革
命

を
遂
げ
た（
11
（

」
と
し
て
い
る
一
方
、「
明
治
神
道
の
解
釈
が
あ
ま
り
近
代
神
學
一
遍
で
、
三
界
に
遍
滿
す
る
亡
靈
の
處
置（
1（
（

」
を
不
完
全
な
ま

ま
に
し
て
い
る
所
が
あ
る
と
し
て
、
明
治
神
道
に
対
し
て
の
矛
盾
を
も
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
明
治
神
宮
の
現
は
れ
た
こ
と
は
、
明
治
大
帝
を
ま
つ
る
と
い
ふ
こ
と
の
外
に
、
靖
國
神
社
の
上
に
た
ち
、
靖
國
神
社
的
な

神
の
ま
つ
り
方
を
す
る
」
と
い
う
「
暗
示
」
は
、
折
口
が
昭
和
十
八
年
に
教
え
子
の
学
徒
出
陣
に
際
し
た
和
歌
、「
を
し
へ
子
の
學ガ
ク

徒ト

の

部イ
ク
サ隊　

い
く
さ
び
と
に
、
い
さ
を
あ
ら
し
め
給
へ
。
明
治
の
大
神（
11
（

」
や
、
同
年
四
月
の
靖
國
神
社
臨
時
大
祭
に
際
し
て
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ

た
「
大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
、
ま
す
ら
を
の
た
ま
を
よ
ば
ひ
て　

神
と
し
給
ふ（
11
（

」
等
の
和
歌
に
よ
っ
て
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
折
口
に

と
っ
て
明
治
神
宮
は
、
靖
國
神
社
の
上
位
に
た
ち
、
現
御
神
と
と
も
に
英
霊
を
「
神
と
し
給
ふ
」
存
在
で
も
あ
っ
た
。
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ま
た
、
こ
の
段
の
最
後
に
「
さ
う
す
る
と
此
の
神
宮
に
對
し
て
理
解
の
と
ど
か
な
い
も
の
が
わ
か
つ
て
く
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
理

解
の
と
ど
か
な
い
も
の
」
と
は
何
な
の
か
、
次
の
段
で
折
口
は
、
明
治
神
道
の
特
徴
と
し
て
主
神
の
他
に
眷
属
神
を
祀
ら
な
い
、
摂
末
社

が
な
い
明
治
神
宮
に
対
し
て
「
一
抹
の
不
満
」
を
感
じ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
摂
末
社
の
成
立
は
、
主
神
が
配
下
の
霊
的
な
も
の
を

神
と
認
め
る
事
に
よ
り
始
ま
り
、
血
族
的
に
は
神
の
御
子
と
し
て
摂
末
社
が
出
来
る
が
、
明
治
神
道
の
特
徴
は
、
主
神
が
孤
立
す
る
の
だ

と
し
て
、
ど
う
し
て
も
古
い
神
道
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
が
、「
明
治
の
神
道
」
の
認
識
の
方
法
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
し
、

主
神
の
孤
立
し
た
形
を
他
の
形
と
比
べ
て
一
概
に
言
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

確
か
に
明
治
以
降
に
創
建
さ
れ
た
、
天
皇
を
御
祭
神
と
し
て
祀
る
平
安
神
宮
・
近
江
神
宮
・
橿
原
神
宮
等
に
は
、
折
口
が
指
摘
す
る
よ

う
に
摂
末
社
が
存
在
し
な
い
。
明
治
神
宮
創
建
に
あ
た
り
、
当
初
は
「
最
初
に
主
神
だ
け
が
孤
立
」
し
た
社
で
は
な
く
、
も
う
少
し
摂
末

社
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
突
き
止
め
ら
れ
な
い
間
に
外
苑
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
折
口
は
憶
測
し
て
い
る
。

こ
の
摂
末
社
に
つ
い
て
は
明
治
神
宮
創
建
に
あ
た
り
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
神
社
奉
祀
調
査
会
が
設
け
ら
れ
、
翌
年
の
大
正
三
年

五
月
四
日
に
行
な
わ
れ
た
第
二
回
神
社
奉
祀
調
査
会
特
別
委
員
会
に
於
い
て
、
法
学
博
士
の
井
上
友
一
委
員
よ
り
、
功
臣
を
祀
る
摂
社
に

つ
い
て
意
見（
11
（

が
出
て
い
る
が
、
し
か
し
管
見
に
及
ぶ
限
り
、
そ
れ
以
降
の
会
議
で
功
臣
を
摂
社
に
祀
る
案
は
出
て
い
な
い
。
後
に
外
苑
に

功
臣
の
立
像
を
建
設
す
る
案
が
出
た
が
、
こ
れ
も
実
際
に
は
造
ら
れ
な
か
っ
た（
11
（

。

　

そ
し
て
、
折
口
は
最
後
に
「
神
宮
に
對
し
て
ま
だ
わ
れ
わ
れ
の
感
じ
る
そ
ぐ
は
な
い
感
情
─
古
い
神
社
の
も
つ
妥
當
感
と
異
な
る
も
の
」

に
対
し
て
、新
し
い
望
み
を
掛
け
る
べ
き
か
、若
し
く
は
古
い
形
に
憧
憬
す
る
か
、「
や
は
り
古
い
方
に
心
惹
か
れ
る
の
も
當
然
」と
し
て
、

そ
の
例
と
し
て
神
幸
祭
が
な
い
こ
と
、
渡
御
し
て
行
く
場
所
の
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

と
し
て
、「
わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
に
は
神
宮
の
お
渡
り
の
儀
式
」
を
求
め
て
、
渡
御
の
行
く
場
所
が
あ
れ
ば
其
処
が
神
地
で
あ
り
、
ま
た

飛
び
地
の
「
神
領
」
等
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
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こ
の
段
で
は
折
口
が
、
所
謂
戦
前
の
国
家
神
道
を
「
官
廳
の
考
へ
て
ゐ
る
神
道（
11
（

」
と
批
判
し
、「
古
義
神
道（
11
（

」
を
唱
道
し
た
、
折
口
本

人
の
葛
藤
と
も
い
え
る
明
治
神
道
に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
が
垣
間
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
摂
末
社
と
神
幸
祭
の
二
つ
は
、
歴
史
を
有
す
る
神
社
で
あ
れ
ば
自
然
必
然
的
に
存
在
す
る
も
の
が
、
大
正
時
代
に
当
為
と
し
て
創

建
さ
れ
た
明
治
神
宮
に
は
そ
れ
が
存
在
せ
ず
、
若
し
従
来
の
神
社
の
よ
う
に
自
然
必
然
性
を
追
求
し
て
良
い
な
ら
ば
作
り
た
い
の
だ
が
、

「
人
爲
を
す
べ
て
避
け
た
所
に
何
事
が
成
り
立
つ
か
。
こ
れ
も
明
治
神
宮
の
起
因
と
並
行
す
る
や
う
な
む
つ
か
し
い
問
題
」
で
あ
る
と
、

明
治
神
宮
の
創
建
過
程
に
於
け
る
複
雑
な
問
題
を
提
起
し
て
結
ぶ
の
で
あ
る
。

七
、
明
治
天
皇
に
対
す
る
景
仰
と
明
治
神
宮
へ
の
冀
望

　
「
新
神
道
の
顕
現
」
講
述
後
の
翌
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
に
、
折
口
は
明
治
天
皇
御
生
誕
百
年
記
念
「
明
治
天
皇
」
を
作
詞
し
て
い
る
。

　

一
段
目
の
詞
で
、
明
治
天
皇
御
製
二
首
を
奉
掲
し
て
、
二
段
目
で
明
治
の
御
代
を
謹
讃
し
、
そ
し
て
三
段
目
に
折
口
自
身
の
明
治
天
皇

に
対
す
る
鑽
仰
を
吐
露
し
て
い
る
。

現マ
サ

目メ

に　

我
は
仰
げ
り　

明
治
の
御
代
の
御ミ

繁サ
カ

榮エ　

言
へ
ば
胸
を
ど
れ
ど　

省
み
て　

悔
い
の
深
さ
よ　

甦
る
日ニ
ッ
ポ
ン本

の
空
青
き
日
に　

あ
ゝ
朝
づ
た
ふ　

大ヤ
マ

倭ト

の
鈴サ
ナ

鐸キ　

を
の
こ
子ゴ

も　

を
み
な
子ゴ

も　

出
で
ゝ
聽
け
。
東
京
の　

大オ
ホ

神カ
ミ

の　

朗
ら
か
な
る
大
御
聲（
11
（

　

阪
本
是
丸
は
こ
の
詞
に
つ
い
て
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
折
口
が
作
詞
し
た
「
天
長
節
祝
詞
」
の
一
節
「
大
八
洲
の
う
ち
に

あ
り
と
あ
る
人
々
そ
の
な
り
は
ひ
を
は
げ
む
べ
き
中
に
も
、わ
き
て
わ
れ
ら
ま
な
び
の
道
に
あ
る
も
の
は
、い
よ
ゝ
い
そ
し
み
は
げ
み
て
、

大
君
の
大
御
心
に
こ
た
へ
ま
つ
ら
で
や
は
あ
る
べ
き（
11
（

。」
を
引
用
し
て
、
そ
れ
か
ら
四
十
数
年
後
の
、
こ
の
「
明
治
天
皇
」
に
於
い
て
も
「
折

口
の
明
治
天
皇
へ
の
敬
愛
・
思
慕
の
念
は
生
涯
不
変（
11
（

」
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
敗
戦
に
よ
る
挫
折
感
か
ら
「
神

や
ぶ
れ
た
ま
ふ（
1（
（

」
と
ま
で
云
わ
し
め
た
折
口
の
悲
壮
感
が
「
省
み
て　

悔
い
の
深
さ
よ
」
に
て
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
「
甦
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る
日ニ
ッ
ポ
ン本
の
空
青
き
日
に　

あ
ゝ
朝
づ
た
ふ　

大ヤ
マ

倭ト

の
鈴サ
ナ
キ鐸　

を
の
こ
子ゴ

も　

を
み
な
子ゴ

も　

出
で
ゝ
聽
け
。
東
京
の　

大オ
ホ
カ
ミ神
の　

朗
ら
か

な
る
大
御
聲
」
は
、
敗
戦
に
よ
る
日
本
の
悲
壮
的
状
況
下
の
中
で
、
一
心
に
そ
の
脱
却
を
明
治
神
宮
に
託
す
想
い
が
、
こ
の
詞
か
ら
感
じ

ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

八
、
む
す
び

　

折
口
は
戦
後
、「
神
道
の
新
し
い
方
向（

11
（

」
を
は
じ
め
、「
神
道
宗
敎
化
の
意
義（
11
（

」、「
神
道
の
友
人
よ（
11
（

」、「
民
族
敎
よ
り
人
類
敎
へ（
11
（

」、「
神

道（
11
（

」
等
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
一
貫
共
通
し
て
説
い
て
い
る
こ
と
は
、
戦
前
の
神
道
非
宗
教
論
を
批
判
し
、
神
道
が
宗
教

と
し
て
復
活
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
「
自
覺
者（
11
（

」
と
共
に
「
豫
言
者（
11
（

」
の
出
現
を
願
い
、
ま
た
、
神
道
が
「
世
界
敎（
11
（

」「
人
類

敎（
11
（

」
と
な
る
こ
と
を
希
求
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
折
口
の
説
く
こ
れ
ら
の
自
覚
者
・
予
言
者
・
世
界
教
・
人
類
教
の
延
長
線
上
に
、
明
治
神
宮
（
新
神
道
の
顕
現
）
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
が
、
折
口
の
戦
後
の
神
道
論
研
究
に
は
、
明
治
神
宮
に
つ
い
て
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
の
折
口
神
道
論
を
究
明
す
る
上
で
、
明
治
神
宮
（
新
神
道
の
顕
現
）
が
入
れ
な
け
れ
ば
、
画
竜
点
睛
を
欠
く
の
で
は
な
い

か
と
、
拙
論
を
草
稿
し
て
い
く
中
で
深
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　

小
生
此
度
、
折
口
に
つ
い
て
は
初
め
て
の
研
究
論
文
で
あ
り
、
し
か
も
浅
学
の
た
め
皮
相
的
な
論
究
し
か
出
来
な
か
っ
た
。
庶
幾
わ
く

ば
、
折
口
研
究
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
意
見
と
誡
誨
を
仰
ぎ
た
い
次
第
で
あ
る
。

　

奇
し
く
も
本
年
（
令
和
五
年
）
は
、
折
口
が
帰
幽
し
て
よ
り
丁
度
七
十
年
と
な
る
。
こ
こ
に
慎
み
て
折
口
の
業
績
を
偲
び
奉
り
、
拙
稿

を
命
日
の
九
月
三
日
に
寄
稿
し
た
。
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※
講
述
「
新
神
道
の
顕
現
」
は
、『
折
口
信
夫
全
集
』
に
は
輯
録
さ
れ
て
な
く
、『
神
道
史
研
究
─
明
治
維
新
研
究
特
輯
號
』（
第
十
三
巻�

第
五
・
六
號
、
昭
和
四
十
年
〈
一
九
六
五
〉）
の
伊
達
巽
明
治
神
宮
権
宮
司
「
明
治
神
宮
の
創
建　

附　

新
神
道
の
顕
現
」
に
全
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
茲
に
広
く
周
知
い
た
だ
く
為
に
改
め
て
全
文
を
掲
載
す
る
。

「
新
神
道
の
顕
現
」　
文
學
博
士
　
折
口
信
夫
　
講
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
神
宮
五
十
年
誌
編
纂
資
料
『
明
治
神
宮
境
内
地
讓
與
關
係
諸
資
料
集
綴
（
其
ノ
參
）』
所
収

　

新
神
道
の
顕
現
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
み
た
い
。
そ
の
對
象
に
明
治
神
宮
を
お
い
て
み
た
い
と
思
ふ
。
何
故
な
ら
ば
神
道

の
將
來
の
姿
を
い
ち
早
く
表
は
し
た
も
の
が
明
治
神
宮
の
中
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
神
宮
が
も
つ
暗
示
或
は
又
す
で
に
明
示
せ

ら
れ
た
も
の
を
考
へ
る
こ
と
は
、
新
し
い
神
道
の
此
か
ら
先
た
ど
る
道
程
と
し
て
第
一
に
考
へ
る
べ
き
事
で
あ
る
。
此
の
點
に
つ
い
て
は

極
め
て
長
い
考
察
を
述
べ
て
、
互
に
大
い
に
考
へ
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

　

明
治
神
宮
の
い
ろ
ん
な
諸
要
素
の
中
に
、
か
な
り
明
治
時
代
の
合
理
的
な
解
釋
の
入
り
こ
ん
で
來
て
ゐ
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
然
し

其
で
も
尚
明
治
神
宮
の
中
に
は
、
新
し
い
神
道
へ
の
示
唆
と
言
ふ
よ
り
、
既
に
十
分
そ
の
實
躰
が
顕
れ
て
來
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
は

保
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
明
治
神
宮
に
參
り
、
明
治
神
宮
の
も
つ
い
ろ
〳
〵
の
相ス
ガ
タに
接
す
る
と
、
古
い
神
社
以
外
に
加
は
つ
た
要

素
も
亦
、
わ
れ
〳
〵
に
あ
る
安
定
感
を
與
へ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
安
定
感
が
ど
こ
か
ら
出
る
か
。
ま
づ
神
道
建
築
家
の
樣
な
考
へ
方
か

ら
考
へ
て
み
る
の
が
早
道
で
あ
る
。

一
、
先
づ
わ
れ
〳
〵
の
考
へ
て
み
た
い
こ
と
は
神
社
と
森
林
の
問
題
で
あ
る
。
わ
れ
〳
〵
は
山
岳
神
道
か
ら
森
の
神
道
に
早
く
移
つ
て
き

て
ゐ
る
。
杜
、
社
の
語
意
や
字
義
が
共
通
す
る
の
も
、
根
本
は
や
し
ろ

0

0

0

が
も
り
0

0

を
中
心
と
し
た
時
代
に
起
つ
た
知
識
だ
か
ら
で
あ
る
。
も

と
も
り
0

0

は
山
、
丘
陵
と
い
ふ
こ
と
で
、
そ
の
中
で
神
樣
の
降
臨
の
あ
る
と
こ
ろ
を
い
つ
た
。
山
の
中
心
に
な
る
樹
木
を
主
と
考
へ
る
所
か
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ら
山
で
も
な
く
丘
陵
で
も
な
し
に
、
樹
木
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
最
低
限
と
し
て
考
へ
る
樣
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　

後
世
で
は
神
社
の
存
在
を
す
ら
考
へ
な
い
で
、
唯
の
森
林
を
も
り
4

4

と
稱
し
て
ゐ
る
こ
と
が
多
い
。
で
も
や
は
り
や
し
ろ

0

0

0

は
も
り
0

0

に
よ
つ

て
あ
る
と
い
ふ
考
へ
方
が
、
神
道
的
で
あ
り
用
語
と
し
て
も
古
典
的
で
あ
る
。

　

神
社
は
も
と
〳
〵
山
林
を
包
容
し
て
ゐ
る
。
と
い
ふ
よ
り
も
山
林
が
神
社
を
包
容
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
も
と
は
神
社
そ
の
も
の

が
山
林
で
あ
つ
た
。
こ
の
樣
に
ど
の
靈
木
と
降
臨
の
木
を
知
つ
て
ゐ
て
も
、
其
に
近
い
樹
林
は
、
之
に
近
似
し
た
神
聖
質
を
持
つ
も
の
と

考
へ
、
神
社
が
離
れ
る
理
由
の
な
い
も
の
と
し
た
爲
に
、
非
常
に
廣
大
な
山
林
を
占
め
た
神
社
が
多
い
訣
で
あ
る
。
白
山
の
白
山
谷
の
如

き
、
廣
い
地
域
を
占
め
て
ゐ
る
。
だ
ん
〳
〵
政
事
の
變
革
か
ら
す
べ
て
が
社
の
所
有
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
な
く
な
つ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
。
正
し
い
信
仰
に
と
つ
て
は
、
さ
う
し
た
形
が
ど
こ
の
社
に
も
考
へ
ら
れ
る
。
簡
單
に
も
と
は
社
の
山
林
─
神
域
で
あ
つ
た
こ
と
は
説

明
出
來
る
。
富
士
山
も
さ
う
で
あ
る
。
山
林
が
神
社
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
日
本
宗
敎
學
の
上
に
は
既
に
解
決
が
つ

い
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
山
に
あ
つ
た
や
し
ろ

0

0

0

が
平
地
に
降
り
て
き
た
。
だ
か
ら
神
社
と
森
の
關
係
は
、
山
だ
か
ら
理
解
出
來
、
平
地
だ

か
ら
理
解
出
來
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
神
道
で
は
言
ひ
得
な
い
。
宗
敎
學
上
か
ら
言
へ
ば
、
そ
こ
に
區
別
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
何
よ
り
も
、

歴
史
あ
る
信
者
た
ち
の
考
へ
方
が
皆
さ
う
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
神
宮
の
境
内
に
つ
い
て
も
同
樣
に
考
へ
ら
れ
る
。

一
、
昔
は
宮
廷
や
大
き
い
貴
族
の
家
に
は
「
馬ウ
マ

場バ

殿ド
ノ

」
又
は
「
馬
場
の
お
と
ど
」
と
言
つ
た
建
物
と
廣
濶
な
空
地
が
附
屬
し
て
ゐ
た
。
馬

場
の
長
さ
は
長
く
、
幅
は
之
に
適
ふ
て
ゐ
た
。
そ
の
家
の
主
人
や
賓
客
が
馬
場
殿
へ
出
て
み
る
。
だ
か
ら
そ
の
位
置
は
貴
族
の
家
の
側
面

に
發
達
し
て
ゐ
る
。
後
に
は
神
社
の
社
頭
及
び
左
右
に
發
達
し
た
が
、
そ
の
位
置
の
點
は
拘
泥
す
る
必
要
は
な
く
、
自
由
で
あ
つ
た
。

　

馬
場
の
廣
さ
は
本
式
に
言
ふ
と
、
大
坪
流
の
馬
場
は
長
さ
三
百
六
十
四
間
、
幅
十
二
間
と
い
ふ
の
が
原
則
で
あ
つ
た
。
又
相ア
イ

廣ヒ
ロ

馬
場
と

言
つ
て
、
縱
横
同
じ
長
さ
の
、
大
体
眞
四
角
な
馬
場
す
ら
が
、
變
則
と
し
て
發
達
し
て
ゐ
る
。
神
社
で
は
神
道
の
信
仰
上
射ジ
ャ

禮ラ
イ

が
發
達
し
、

い
ろ
〳
〵
ひ
ろ
が
つ
て
射
場
が
出
來
、
そ
こ
で
矢
を
射
る
。
そ
れ
が
更
に
馬
場
に
な
つ
て
、
だ
ん
〳
〵
大
き
く
な
つ
た
。
そ
こ
に
は
普
通
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の
競
馬
も
あ
り
、
笠
懸
、
犬
追
物
が
行
は
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
〴
〵
の
競
技
の
種
類
に
よ
つ
て
馬
場
の
大
き
さ
も
違
ふ
べ
き
だ
が
、

其
に
つ
い
て
一
つ
〳
〵
別
の
馬
場
が
あ
つ
た
訣
で
は
な
い
。
今
日
古
い
神
社
で
二
町
三
町
の
流
鏑
馬
馬
場
を
も
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
珍
ら

し
く
な
い
。
さ
う
し
た
こ
と
が
信
仰
心
の
表
現
で
あ
り
、
神
の
欲
す
る
所
だ
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。

一
、明
治
神
宮
の
あ
の
廣
い
外
苑
の
廣
さ
も
わ
れ
〳
〵
は
馬
場
だ
と
考
へ
る
。外
苑
の
印
象
が
馬
場
の
構
造
の
印
象
を
失
つ
た
時
代
の
人
々

の
内
に
復
活
し
た
も
の
と
考
へ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
信
仰
の
深
さ
を
思
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
外
苑
を
計
畫
す
る
に
あ
た
つ
て
、
技
術

の
頭
が
馬
場
の
幻
影
を
持
つ
た
こ
と
を
思
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
參
道
か
ら
鳥
居
を
こ
え
眞
す
ぐ
に
の
び
る
の
が
近
世
の
や
し
ろ

0

0

0

の
形

だ
が
、
そ
れ
の
み
が
必
ず
し
も
古
式
で
は
な
い
。
繪
畫
館
、
野
球
場
等
の
あ
る
あ
の
外
苑
の
形
も
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
樣
に
繪

畫
館
が
わ
れ
〳
〵
の
考
へ
で
は
明
治
神
宮
の
構
造
を
模
索
し
た
人
々
の
心
に
、
つ
き
つ
め
ら
れ
て
現
れ
た
形
と
見
る
時
、
繪
馬
堂
、
繪
馬

殿
の
印
象
が
擴
大
さ
れ
て
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
今
の
世
に
も
社
の
繪
馬
殿
は
依
然
と
し
て
繪
馬
殿
と
し
て
人
々
の
觀
賞
を
得
て
ゐ

る
。
繪
馬
殿
を
も
う
少
し
有
意
義
に
し
て
み
よ
う
と
考
へ
る
所
に
明
治
、
大
正
へ
か
け
て
の
豪
華
、
放
膽
な
時
代
に
、
藝
術
の
庇
護
が
行

は
れ
て
、
室
町
、
桃
山
時
代
を
再
現
す
る
藝
術
的
欲
望
が
、
あ
ゝ
し
た
後
世
に
傳
へ
る
に
足
る
繪
畫
館
を
具
現
し
よ
う
と
し
、
又
そ
の
欲

望
は
あ
る
點
ま
で
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
祭
神
の
好
み
に
か
な
ひ
、
又
そ
れ
が
、
祭
神
に
對
す
る
尊
敬
の
具
象
化
し
た
も
の

と
し
て
残
つ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
神
宮
外
苑
に
は
、
明
治
大
正
時
代
の
神
道
の
理
想
を
ど
う
い
ふ
樣
に
す
る
か
と
追
求
し
た
結
果
が
、
部
分
部
分
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ

る
。
た
ゞ
そ
れ
が
統
一
的
で
な
い
か
ら
神
社
と
は
無
關
係
で
あ
る
如
く
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
綜
合
統
一
し
て
─
、

明
治
時
代
の
幻
影
、
新
し
い
神
道
の
理
想
を
實
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。

　

つ
ま
り
神
社
は
昔
か
ら
藝
能
の
競
技
場
の
形
を
も
つ
て
ゐ
る
。
代
表
的
に
は
競
馬
と
相
撲
で
、
こ
れ
は
誰
の
觀
賞
に
も
堪
へ
る
か
ら
、

少
し
古
め
い
た
神
社
で
は
大
て
い
行
つ
て
ゐ
た
。
新
し
い
社
で
も
相
撲
を
神
社
の
重
大
な
行
事
に
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
外
に
綱
引
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な
ど
も
大
事
な
こ
と
で
年
の
始
め
、
或
は
夏
季
に
お
い
て
綱
引
を
し
て
農
漁
村
の
占
ひ
を
し
た
。

　

神
宮
外
苑
の
青
年
館
で
平
和
な
り
し
時
代
に
は
、
い
ろ
〳
〵
の
催
し
を
行
つ
た
。
民
謠
等
の
競
技
會
も
行
は
れ
た
。
偶
然
そ
う
い
ふ
催

し
が
行
は
れ
た
と
い
ふ
以
外
に
、
何
か
心
の
糸
を
引
く
も
の
が
あ
つ
て
、
現
は
れ
た
も
の
だ
と
思
ふ
。
外
苑
で
行
は
れ
る
こ
と
は
、
不
思

議
に
わ
れ
わ
れ
の
思
ふ
神
社
神
道
の
外
廓
と
思
ふ
こ
と
を
實
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
神
宮
に
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
こ

と
が
十
分
認
識
せ
ら
れ
ぬ
う
ち
に
か
う
い
ふ
時
代
が
來
た
の
だ
と
思
ふ
。
そ
の
爲
神
社
に
無
關
係
な
行
事
や
建
物
が
あ
る
の
だ
と
言
ふ
風

に
見
ら
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。明
治
神
宮
は
今
ま
で
の
神
道
の
う
ち
ど
め
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
神
道
の
出
發
點
に
な
る
樣
な
感
じ
が
す
る
。

一
、
神
道
で
は
中
世
、
廟
の
信
仰
が
起
つ
た
。
宮
廷
で
は
も
と
神
社
と
陵
墓
を
重
大
に
感
じ
て
居
ら
れ
る
が
、
陵
墓
に
對
す
る
宮
廷
の
崇

敬
と
似
た
も
の
が
、
神
靈
を
人
間
的
存
在
と
し
て
扱
ふ
廟
の
信
仰
に
な
つ
た
。
志
那
風
の
廟
と
は
異
る
の
で
あ
る
。
廟
の
神
を
お
そ
れ
る

こ
と
は
、
其
の
靈
威
の
激
し
さ
に
恐
れ
る
の
で
あ
る
。

　

明
治
神
宮
、
靖
國
神
社
を
比
較
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
乗
り
越
え
難
い
も
の
が
あ
る
が
、
靖
國
神
社
が
出
來
た
の
は
明
治
神
道
の
曙
光

が
さ
し
て
き
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
深
い
道
德
的
な
志
を
抱
い
て
死
ん
だ
人
の
魂
を
鎮
め
る
爲
に
建
て
ら
れ
た
の
が
招
魂
社
で
、
後
に
戰

死
者
を
祀
る
こ
と
と
な
つ
た
。
結
局
靖
國
神
社
の
も
つ
明
治
神
道
の
大
き
な
暗
示
は
日
本
神
道
の
大
き
く
も
つ
靈
威
信
仰
─
鎮
め
て
さ
し

あ
げ
な
け
れ
ば
す
ま
な
い
靈
魂
が
あ
り
、
其
を
慰
め
る
と
い
ふ
所
に
敬
虔
な
意
味
が
あ
る
。
明
治
神
宮
の
現
は
れ
た
こ
と
は
、
明
治
大
帝

を
ま
つ
る
と
い
ふ
こ
と
の
外
に
、
靖
國
神
社
の
上
に
た
ち
、
靖
國
神
社
的
な
神
の
ま
つ
り
方
を
す
る
と
い
ふ
暗
示
が
、
自
ら
に
し
て
大
正

の
日
本
の
人
々
の
心
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
明
治
神
宮
は
廟
の
信
仰
に
近
づ
い
て
ゐ
る
と
考
へ
た
い
。
さ
う
す
る
と
こ
の
神

宮
に
對
し
て
、
理
解
の
と
ど
か
な
い
も
の
が
わ
か
つ
て
く
る
。

　

神
宮
の
建
築
規
模
や
周
辺
に
對
し
て
、
一
抹
の
不
満
を
感
じ
る
の
は
攝
社
末
社
が
お
あ
り
に
な
ら
ぬ
點
で
あ
る
。
と
も
か
く
成
り
た
ち

の
最
初
に
主
神
だ
け
が
孤
立
し
た
社
で
な
く
、
も
う
少
し
攝
末
社
を
考
へ
て
居
つ
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
。
さ
う
し
た
幻
想
が
つ
き
と
め
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ら
れ
な
い
間
に
外
苑
が
成
り
立
つ
た
と
思
は
れ
る
。

　

攝
末
社
の
成
り
立
ち
は
結
局
大
神
が
配
下
の
靈
的
な
も
の
の
神
た
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
か
ら
出
發
す
る
。
自
分
の
眷
族
神
と
し
て
認

め
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
神
を
鎮
め
る
の
に
、
そ
の
配
下
、
血
族
的
に
は
神
の
御
子
と
い
ふ
待
遇
が
、
攝
末
社
と
し
て
現
は
れ
る
。
併

し
現
は
れ
た
形
を
基
準
と
し
て
見
る
時
は
、
主
神
の
孤
立
す
る
の
が
明
治
神
道
の
特
徴
か
も
知
れ
な
い
。
わ
れ
〳
〵
は
常
に
神
道
の
古
い

形
を
見
る
の
だ
が
、
又
明
治
の
神
道
を
認
識
の
方
法
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
從
つ
て
主
神
の
孤
立
し
た
形
を
、
他
の
形
と

比
べ
て
一
概
に
言
ふ
べ
き
で
は
な
い
と
思
ふ
。

　

神
宮
に
對
し
て
ま
だ
わ
れ
〳
〵
の
感
じ
る
そ
ぐ
は
な
い
感
情
─
古
い
神
社
の
も
つ
妥
當
感
と
異
る
も
の
を
持
つ
て
ゐ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ

と
に
關
し
て
は
、
新
し
い
望
を
か
け
る
べ
き
か
、
古
い
形
に
あ
こ
が
れ
る
べ
き
か
、
や
は
り
古
い
方
に
心
惹
か
れ
る
の
も
當
然
で
あ
る
。

　

た
と
へ
ば
神
幸
祭
を
欠
い
て
ゐ
る
點
な
ど
も
其
れ
だ
。
渡
御
し
て
ゆ
か
れ
る
場
所
の
な
い
點
を
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
〳
〵

の
心
の
中
に
は
神
宮
の
お
渡
り
の
儀
式
を
要
求
し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
神
宮
と
し
て
遠
い
將
來
に
つ
い
て
は
、
さ
う
い
ふ
問
題
も
考
へ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
お
渡
り
に
な
つ
て
行
か
れ
る
所
が
あ
れ
ば
そ
こ
が
神
地
で
あ
り
、
そ
の
廣
さ
に
問
題
は
な
く
、
又
飛
び
地
の
神
領

な
ど
が
考
へ
ら
れ
て
來
る
の
で
あ
る
。わ
れ
〳
〵
は
す
べ
て
が
自
ら
に
し
て
成
り
心
づ
け
ば
あ
る
姿
が
成
り
上
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
見
出
す
。

さ
う
言
つ
た
形
が
望
ん
で
よ
い
な
ら
望
む
所
だ
が
、
人
爲
を
す
べ
て
避
け
た
所
に
何
事
が
成
り
立
つ
か
。
こ
れ
も
明
治
神
宮
の
起
因
と
並

行
す
る
や
う
な
む
つ
か
し
い
問
題
と
言
ふ
氣
が
す
る
。
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註
（
（
）　

阪
本
是
丸
「
折
口
信
夫
と
神
道
・
国
学
」『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要
』
第
十
二
号
（
令
和
二
年
）
所
収
。

（
（
）　

津
城
寛
文
「
折
口
信
夫
戦
後
神
道
説
の
布
置
」『
神
道
宗
教
』
第
二
六
一
号
（
令
和
三
年
）
所
収
。
二
一
～
三
二
頁
。

（
（
）　
『
折
口
信
夫
全
集
』
の
中
で
、
明
治
神
宮
並
び
に
明
治
天
皇
に
つ
い
て
、
記
載
の
あ
る
箇
所
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

�

第
十
七
巻
藝
能
史
編
（
、「
神
賑
ひ
一
般
」（
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
「
明
治
神
宮
祭
の
栞
」）
二
六
九
～
三
七
一
頁
。

�

第
三
十
一
巻
日
記
・
書
簡
附
年
譜
、「
天
長
節
祝
詞
」（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
「
國
學
院
雜
誌
」
第
十
四
巻
第
十
二
號
）
三
～
四
頁
。

�

同　

卷
「
明
治
天
皇　

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
制
定　

明
治
天
皇
御
生
誕
百
年
記
念
─
」
八
〇
～
八
二
頁
。

�

同　

卷
「
明
治
神
宮
奉
獻
連
句
」
五
〇
五
頁
。　

（
（
）　
『
明
治
神
宮
社
務
日
誌
』（
明
治
神
宮
所
蔵
）
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
創
建
当
時
よ
り
明
治
神
宮
に
関
す
る
日
々
の
出
来
事
を
中
心
に
記
録
す
る

た
め
編
集
さ
れ
た
社
誌
で
あ
り
、
今
日
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
明
治
神
宮
に
て
編
纂
が
行
な
わ
れ
て
い
る
『
明
治
神
宮
百
年
誌
』
の
中
で
、
年

表
資
料
の
中
枢
を
担
っ
て
い
る
。

（
（
）　
「
信
州
新
野
の
雪
祭
り
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
七
巻
、
三
五
九
～
三
六
五
頁
。

（
（
）　
「
言
語
及
び
言
語
傳
承
論
」『
折
口
信
夫
先
生
述　

古
代
の
研
究
』
所
収
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月
刊
行
。

（
（
）　
「
神
道
と
民
俗
學
」
右
掲
『
折
口
信
夫
先
生
述　

古
代
の
研
究
』
所
収
。

（
（
）　
『
折
口
信
夫
全
集
』
に
は
新
野
伊
豆
神
社
雪
祭
り
に
つ
い
て
、
以
下
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

�

第
二
巻
「
翁
の
發
生　

一
八
翁
も
ど
き
」
四
一
二
頁
。

�

第
三
巻
「
雪
ま
つ
り
の
面
」
四
八
四
・
五
頁
。

�

第
十
七
巻
「
山
の
霜
月
舞
─
花
祭
り
解
説
─
」
三
一
五
～
三
五
八
頁
。
前
掲
「
信
州
新
野
の
雪
祭
り
」。

�

第
二
十
巻
「
神
々
と
民
俗
」
四
八
八
頁
。

�

第
廿
八
巻
「
雪
の
記
憶
」
一
〇
七
頁
。

�

第
三
十
一
巻
「
書
簡
八
〇　

昭
和
五
年
一
月
十
五
日
」
一
八
三
頁
。
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�

「
自
撰
年
譜
」
大
正
十
五
年
（
三
六
八
頁
）。
昭
和
四
年
（
三
六
九
頁
）。
同
五
年
（
三
七
〇
頁
）。

�
「
年
譜
」
昭
和
四
年
（
四
〇
一
頁
）。
同
五
年
（
四
〇
二
頁
）。
同
六
・
七
年
（
四
〇
三
頁
）。
同
九
年
（
四
〇
五
頁
）。
同
十
二
年
（
四
〇
八
頁
）。

（
（
）　

前
掲
「
年
譜
」
三
九
五
頁
。

（
（0
）　

同　

右　

三
九
七
頁
。

（
（（
）　

同　

右

（
（（
）　

同　

右　

三
九
九
頁
。

（
（（
）　
『
明
治
神
宮
社
務
日
誌
』
昭
和
十
四
年
五
月
四
日
。

�

一
、
午
後
四
時
二
十
分
ヨ
リ
舊
御
殿
正
門
内
ニ
テ
青
森
縣
八
戸
市
長
願
出
ノ
朳
摺
ヲ
奉
納
ス
其
ノ
状
況
左
ノ
通
リ
ト
ス

�

（
、�

朳
摺
（
エ
ブ
リ
ス
リ
、
略
シ
訛
リ
テ
エ
ン
ブ
リ
ト
イ
フ
）
ハ
古
來
青
森
縣
南
ノ
舊
南
部
藩
領
内
ニ
行
ハ
レ
タ
ル
農
舞
ニ
シ
テ
今
囘
國
學
院
大
學
ノ
民

族マ
マ

研
究
ニ
資
ス
ル
爲
メ
上
京
ニ
付
先
ツ
神
宮
ニ
參
拜
シ
大
廣
前
ニ
テ
奉
奏
シ
農
事
ニ
大
御
心
ヲ
注
カ
セ
給
ヒ
シ
御
神
靈
ヲ
慰
メ
奉
ラ
レ
ト
ス
ル
趣
旨

ニ
依
リ
青
森
縣
八
戸
市
長
神
田
重
雄
ヨ
リ
願
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

�

（
中
略
）

�

（
、�

奉
奏
中
ハ
舊
御
殿
正
門
ヲ
開
キ
一
般
參
拜
者
ニ
モ
拜
観
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
約
百
名
ハ
門
内
ニ
テ
陪
観
セ
リ　

國
學
院
大
學
折
口
博
士
、
西
角
井
、
藤
井

両
講
師
陪
観
ス

�

※
前
掲
『
折
口
信
夫
全
集
』
の
「
年
譜
」
に
は
記
載
な
し
。

（
（（
）　
『
折
口
信
夫
全
集
』
に
は
、「
民
族
史
觀
に
お
け
る
他
界
觀
念
─
護
國
の
鬼　

私
心
の
怨
靈
─
」
第
十
六
巻
、
三
一
八
～
三
二
一
頁
。「
招
魂
の
御
儀
を
拜

し
て
」
第
廿
八
巻
、
三
九
六
頁
～
四
〇
〇
頁
。

�

ま
た
和
歌
は
、「
招
魂
の
御
儀
を
拜
し
て
」（
三
九
六
頁
）
に
二
首
、
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
一
日
付
の
毎
日
新
聞
に
「
新
神
降
り
た
ま
ふ
」（
第
廿
二
巻
、

四
一
二
頁
）
の
五
首
等
。

（
（（
）　
「
座
談
会　

結
成
四
十
年
を
迎
え
て
」『
明
治
記
念
綜
合
歌
会
四
十
年
の
歩
み
』（
平
成
二
年
、
明
治
神
宮
社
務
所
）
五
頁
。

（
（（
）　
『
明
治
神
宮
社
務
日
誌
』
昭
和
二
十
四
年
十
月
二
日
。

（
（（
）　

前　

掲
「
座
談
会　

結
成
四
十
年
を
迎
え
て
」
六
頁
。
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�

五
島　

そ
れ
は
非
常
に
鮮
明
な
記
憶
な
ん
で
す
が
、
先
程
お
話
が
あ
り
ま
し
た
通
り
相
談
会
の
あ
り
ま
し
た
昭
和
二
十
四
年
の
十
一

8

8

月
三8

日
、
北
休
憩
所

で
そ
の
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
北
休
憩
所
の
前
に
石
が
並
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
折
口
先
生
と
二
人
で
並
ん
で
ち
ょ
っ
と
突
っ
込
ん
だ

話
を
し
た
。こ
の
歌
会
の
名
称
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
と
。そ
こ
が
ち
ょ
っ
と
も
め
た
も
の
で
す
か
ら
。そ
う
す
る
と
、折
口
先
生
が
、

自
分
は
明
治
記
念
綜
合
歌
会
と
い
う
の
が
い
い
と
思
う
け
れ
ど
も
、
五
島
さ
ん
ど
う
思
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
は
そ
れ
は
た
い
へ
ん
い
い
お
名
前
で
、

普
通
の
名
前
よ
り
ず
っ
と
い
い
と
思
い
ま
し
て
、す
ぐ
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。そ
れ
が
審
議
に
か
け
ら
れ
ま
し
て
、明
治
記
念
綜
合
歌
会
と
決
ま
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
は
折
口
先
生
が
お
つ
け
に
な
っ
た
名
前
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
ぜ
ひ
と
も
記
録
の
な
か
に
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
右
の
座
談
会
で
五
島
は
、
相
談
会
は
十
一
8

8

月
三8

日
と
し
て
い
る
が
、『
明
治
神
宮
社
務
日
誌
』
で
は
十
月
二
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
五
島
の
思
い
違
い
と
思
慮

す
る
。

（
（（
）　
『
明
治
神
宮
社
務
日
誌
』
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
六
日
。

（
（（
）　

同　

右　
　
　

昭
和
二
十
五
年
五
月
六
日
。

（
（0
）　

同　

右　
　
　

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
三
日
。

　
　

○
御
神
樂
の
儀

�

一
、�

午
後
五
時
鷹
司
宮
司
以
下
神
職
及
樂
師
六
員
參
列
員
久
保
総
代
參
進
拜
殿
所
定
の
座
に
著
き
中
祭
式
に
依
り
夕
御
饌
の
儀
を
奉
仕
宮
司
玉
串
拜
礼（
権

宮
司
以
下
列
拜
）
に
続
き
久
保
総
代
玉
串
拜
礼
あ
り
次
で
宮
内
庁
樂
友
會
薗
広
茂
以
下
十
九
名
に
依
り
御
神
樂
を
奉
奏
終
っ
て
撤
饌
閉
扉
を
奉
仕
し

同
九
時
二
十
分
退
下
す
。

　
　
　
　

右
御
神
樂
の
儀
見
參
諸
員
左
の
通
り

　
　
　
　

久
保
喜
六　

折
口
信
夫　

西
角
井
正
慶　

本
田
安
次　

牛
山　

充　

坂
本
定
八　

鈴
木
忠
正　

古
河
正
三　

畑
井
敏
三

（
（（
）　

同　

右　
　
　

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
五
日
。

（
（（
）　

同　

右　
　
　

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
四
日
。

（
（（
）　

長
谷
川
銀
作
「
明
治
記
念
綜
合
歌
會
」『
日
本
短
歌
』
十
月
號
（
第
十
九
巻
・
十
九
號
、
昭
和
二
十
五
年
）
十
八
頁
。

（
（（
）　
『
明
治
神
宮
社
務
日
誌
』
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
五
日

�

一
、�

午
前
十
時
永
尾
権
禰
宜
ハ「
明
治
神
宮
祭
の
栞
」ニ
掲
載
ノ
原
稿
依
頼
ノ
タ
メ
品
川
区
大
森
出
石
町
ノ
折
口
信
夫
氏
ヲ
自
宅
ニ
訪
問「
神
賑
に
つ
い
て
」
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依
頼
セ
シ
所
直
ニ
執
筆
午
後
二
時
原
稿
受
領
ノ
上
帰
社
ス

（
（（
）　
「
和
歌
の
發
生
と
諸
藝
術
と
の
關
係
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
七
巻
、
七
八
～
九
一
頁
。

（
（（
）　

同　

右　

八
九
頁
。

（
（（
）　

歌
と
鎮
魂
に
つ
い
て
は
、「
國
文
學
の
發
生
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
一
巻
、
一
二
四
頁
～
一
六
七
頁
参
照
。

（
（（
）　

外
苑
境
内
地
問
題
に
つ
い
て
は
、『
明
治
神
宮
外
苑
七
十
年
誌
』（
平
成
十
年
、
明
治
神
宮
外
苑
）
九
八
～
一
〇
八
頁
。
及
び
副
島
廣
之
『
私
の
歩
ん
だ

昭
和
史
』（
平
成
元
年
、
明
治
神
宮
社
務
所
）
七
〇
～
八
八
頁
。

�

論
文
と
し
て
は
、
中
野
裕
三
「
明
治
神
宮
の
復
興
と
発
展
─
昭
和
戦
後
期
の
変
遷
を
振
り
返
る
─
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
十
六
号
（
令

和
元
年
）、
八
九
頁
～
九
四
頁
。

（
（（
）　
『
明
治
神
宮
社
務
日
誌
』
昭
和
二
十
六
年
二
月
八
日
。

�

一
、�

午
後
四
時
よ
り
田
中
権
宮
司　

高
澤
禰
宜　

副
島
庶
務
課
長
は
國
學
院
大
學
に
出
向　

折
口
信
夫
氏
よ
り
外
苑
境
内
地
の
性
格
に
付
て
民
族マ

マ

的
解
釋

を
聽
取
す

（
（0
）　
「
新
神
道
の
顕
現　

文
學
博
士　

折
口
信
夫　

講
述
」『
明
治
神
宮
境
内
地
讓
與
關
係
諸
資
料
集
綴
（
其
ノ
參
）』
所
収
、
明
治
神
宮
五
十
年
誌
編
纂
資
料

（
明
治
神
宮
所
蔵
）

（
（（
）　
「
競
技
に
關
す
る
神
事
調
」
右
掲
『
明
治
神
宮
境
内
地
讓
與
關
係
諸
資
料
集
綴
（
其
ノ
參
）』
所
収
。

（
（（
）　
「
明
治
神
宮
外
苑
の
性
格
に
つ
い
て
」
右
同
。

（
（（
）　
「
明
治
神
宮
外
苑
計
畫
考
案
」『
明
治
神
宮
外
苑
志
』（
昭
和
十
二
年
、
明
治
神
宮
奉
賛
会
）
三
・
四
頁
。

�

明
治
神
宮
内
苑
は
社
殿
の
在
る
所
に
し
て
自
ら
森
嚴
莊
重
の
氣
に
充
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
是
故
に
域
内
に
於
て
は
妄
り
に
諸
種
の
建
造
物
を
起
し
難
く
庭
園

に
婉
曲
の
趣
を
添
ふ
る
に
由
な
し
さ
れ
ば
公
衆
は
唯
偏
へ
に
敬
虔
の
念
を
以
て
苑
内
を
低
囘
す
べ
し
（
中
略
）
別
に
一
區
を
設
け
て
茲
に
廣
大
な
る
外
苑

を
作
り
（
中
略
）
此
に
頌
德
記
念
の
爲
め
に
す
る
適
當
の
事
業
を
起
し
一
は
以
て
盛
德
鴻
業
を
偲
び
奉
り
一
は
以
て
永
く
明
治
大
正
の
盛
事
を
傳
ふ
る
の

方
法
を
講
ぜ
む
と
す

�

惟
ふ
に
舊
青
山
練
兵
場
跡
は
外
苑
の
敷
地
と
し
て
絶
好
の
資
格
を
備
ふ
其
の
由
緒
よ
り
見
れ
ば
曾
て　

明
治
天
皇
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
數
十
囘
觀
兵
式
及

空
前
の
凱
旋
式
を
擧
行
し
給
ひ
し
地
に
し
て
又
葬
場
殿
の
在
り
し
處
な
り
（
後
略
）
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（
（（
）　

前　

掲
「
明
治
神
宮
外
苑
の
性
格
に
つ
い
て
」

（
（（
）　

前　

掲
「
競
技
に
關
す
る
神
事
調
」

（
（（
）　
「
萬
葉
集
辭
典
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
六
巻
、
三
七
三
・
四
頁
。

�
も
り
【
杜
】
補
神
の
あ
る
處
。
神
の
下
る
場
處
』。
杜
の
字
は
社0

の
字
を
當
時
か
ら
も
書
い
た
の
で
あ
る
。
神
の
い
ま
す
家
を
社
と
書
く
の
に
對
し
て
、

單
に
神
の
在
處
を
示
す
處
に
、
木
偏
の
字
を
用
ゐ
た
か
と
も
思
は
れ
る
。
む
れ
0

0

・
つ
む
れ

0

0

0

な
ど
ゝ
同
じ
く
山0

の
意
で
、
朝
鮮
語
で
は
、
今
も
も
い

4

4

と
言
うマ

マ

て
ゐ
る
。
此
が
も
り

0

0

の
子
音
脱
略
な
る
事
は
、
彼
國
の
音
韻
轉
訛
例
に
よ
つ
て
知
れ
る
。
今
日
、
我
が
國
西
部
の
山
々
に
森モ

リ

・
丸マ

ル

な
ど
言
ふ
も
の
ゝ
多
い

の
は
、
皆
、
山
の
意
で
あ
る
。
山
は
天
に
近
く
、
神
の
あ
も
り
つ
く
地
で
あ
る
か
ら
、
も
り
0

0

が
神
の
在
處
の
意
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
神
ノ
山
・
神

ノ
丘
の
つ
も
り
で
あ
つ
て
、
今
日
の
樣
に
木
が
茂
つ
て
ゐ
れ
ば
森
と
言
ふ
の
と
は
違
ふ
。
而
し
て
今
日
、
尚
、
言
語
情
調
を
外
に
し
て
、
森
・
林
の
區
別

の
知
れ
な
い
の
も
、
此
意
義
を
忘
れ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
さ
う
し
た
山
に
は
木
立
が
あ
り
、
木
立
あ
る
處
に
は
神
が
宿
る
と
言
ふ
の
で
、
今
日
の
杜0

の

用
語
例
が
定
ま
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
本
集マ
マ

の
杜0

に
は
、
神
の
在
處
と
言
ふ
意
を
外
に
し
た
森
は
な
い
。

（
（（
）　
『
折
口
信
夫
全
集
』
で
「
や
し
ろ
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
、「
古
代
人
の
思
考
の
基
礎
」（
第
三
巻
、
四
一
九
～
四
二
〇
頁
。）
の
中
で
、「
み
た
て
」

の
論
理
か
ら
大
嘗
宮
お
よ
び
伊
勢
神
宮
の
斎
柱
（
心
の
御
柱
）
と
、
諏
訪
の
御
柱
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。「
歌
謠
を
中
心
と
し
た
王
朝
の
文
學
」（
第
十
二
巻
、

二
七
四
頁
）
で
は
、
諏
訪
の
御
柱
を
例
に
説
明
。
ま
た
、「
民
間
信
仰
と
神
社
と
─
三　

神
社
神
道
の
本
義
─
」（
第
二
十
巻
、
四
〇
九
～
四
一
二
頁
）
で

も
主
に
「
や
し
ろ
」
に
つ
い
て
説
明
。「
神
々
と
民
俗
」（
第
二
十
巻
、
四
八
九
～
四
九
三
頁
。）
で
は
、
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭
り
を
例
に
し
て
社
と
宮
を
比

較
し
、
歴
史
的
変
遷
と
不
易
な
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
（（
）　

前　

掲
「
新
神
道
の
顕
現　

文
學
博
士　

折
口
信
夫�
講
述
」

（
（（
）　

前　

掲
「
民
族
史
觀
に
お
け
る
他
界
觀
念
─
護
國
の
鬼　

私
心
の
怨
靈
─
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
十
六
巻
。

（
（0
）　

同　

右　

三
二
〇
頁
。

（
（（
）　

同　

右　
　
　

（
（（
）　
「『
倭
を
ぐ
な
』
の
頃　

昭
和
十
八
年
」『
折
口
信
夫
全
集
』�

第
廿
二
巻
、
四
一
一
頁
。

（
（（
）　

前　

掲
「
招
魂
の
御
儀
を
拜
し
て
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
廿
八
巻
、
三
九
六
頁
。

（
（（
）　

明
治
神
宮
所
蔵
『
神
社
奉
祀
調
査
會
特
別
委
員
會
會
議
録
（
第
二
回
）』
二
二
頁
。
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�

○
井
上
委
員　
（
前
文
省
略
）
又
後
日
問
題
ト
ナ
ラ
ウ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
ノ
ハ
、
卽
チ
攝
社
問
題
デ
ア
リ
マ
ス
、
或
ハ
功
臣
ヲ
特
ニ
攝
社
ト
シ
テ
祀
ル
等
ノ
問
題
ガ
ア

レ
バ
、
奥
ノ
方
ヘ
神
寶
殿
ト
相
列
ン
デ
一
種
ノ
小
殿
ヲ
設
ケ
テ
置
ク
ノ
必
要
ガ
ア
ル
ヤ
否
ヤ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
配
祀
ノ
事
ガ
極
リ
マ
シ
タ
上
デ
、
尚
功
臣
ノ
事
ノ

御
評
議
ヲ
後
ニ
ナ
サ
ル
時
ニ
此
中
ニ
加
ヘ
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
、
ソ
レ
ダ
ケ
ノ
事
ヲ
豫
メ
御
承
知
ヲ
願
ツ
テ
置
ク
コ
ト
ニ
致
シ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
（
後
文
省
略
）

（
（（
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
神
社
奉
祀
調
査
會
經
過
要
領
ノ
二
』（
公
文
雜
纂�

内
務
省
・
大
蔵
省�

卷
十
一
所
収
）
の
「
外
苑
計
畫
考
案
」
に
は
「
外
苑
ニ
設

備
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ノ
中
既
ニ
識
者
間
ノ
議
ニ
上
レ
ル
モ
ノ
」
と
し
て
十
一
番
目
に
功
臣
の
「
立
像
街
」
が
あ
る
。
又
前
掲
『
明
治
神
宮
外
苑
志
』
の
第
二
章

外
苑
計
畫
に
は
、「
六
、
銅
像
建
設
豫
定
地　

銅
像
造
設
ノ
場
合
ハ
繪
畫
館
前
方
ノ
兩
側
ニ
之
ヲ
配
置
ス
」（
一
五
頁
）
と
あ
る
。

（
（（
）　
「
民
間
信
仰
と
神
社
と
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
巻
、
四
〇
五
頁
。

（
（（
）　

同　

右　
　

四
一
五
頁
。　

（
（（
）　

前
掲
「
明
治
天
皇　

昭
和
二
十
七
年
十
一
月
制
定　

明
治
天
皇
御
生
誕
百
年
記
念
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
十
一
巻
、
八
一
～
八
二
頁
。

（
（（
）　

前
掲
「
天
長
節
祝
詞
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
十
一
巻
、
四
頁
。

（
（0
）　

阪
本
是
丸
『
折
口
信
夫
と
神
道
・
國
學
─
「
異
譯
國
學
ひ
と
り
案
内
」
か
ら
「
神
や
ぶ
れ
た
ま
ふ
」
ま
で
─
』（
令
和
元
年
度
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

進
機
構
公
開
学
術
講
演
会
用
講
演
資
料
（
覚
書
）
二
二
頁
。

（
（（
）　
「
神　

や
ぶ
れ
た
ま
ふ
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
廿
三
卷
、
三
二
二
～
三
二
九
頁
。

（
（（
）　
「
神
道
の
新
し
い
方
向
」（
昭
和
二
十
四
年
六
月
『
民
俗
學
の
話
』）『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
巻
、
四
六
一
～
四
七
二
頁
。

（
（（
）　
「
神
道
宗
敎
化
の
意
義
」（
昭
和
二
十
一
年
八
月
二
十
一
日
、
關
東
地
區
神
職
講
習
會
講
演
。
昭
和
二
十
二
年
十
月
「
神
社
新
報
社
刊
」）『
折
口
信
夫
全
集
』

第
二
十
巻
、
四
四
二
～
四
六
〇
頁
。

（
（（
）　
「
神
道
の
友
人
よ
」（
昭
和
二
十
二
年
一
月
六
日
「
神
社
新
報
」
第
二
十
七
號
）『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
巻
、
四
三
一
～
四
三
七
頁
。

（
（（
）　
「
民
族
敎
よ
り
人
類
敎
へ
」（
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
日
「
神
社
新
報
」
第
三
十
二
號
）『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
巻
、
四
三
八
～
四
四
一
頁
。

（
（（
）　
「
神
道
」（
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
『
宗
敎
研
究
』
第
百
二
十
八
號
）『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
巻
、
一
八
三
～
一
九
五
頁
。

（
（（
）　

前　

掲
「
神
道
の
新
し
い
方
向
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
巻
、
四
六
八
頁
。

（
（（
）　

同　

右　
　
　

�　

（
（（
）　

前　

掲
「
民
族
敎
よ
り
人
類
敎
へ
」『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
十
巻
、
四
四
〇
頁
。
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（
（0
）　

同　

右　

四
四
一
頁
。


